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図 4 ３つのポイント

図 3 名目 GDPの推移（季節調整系列）

100 年に一度の危機とも言えるコロナ禍における日本経済の概
況について、製造業の生産性を示す鉱工業生産指数は景気回復に
5年かかったリーマンショック時と比較しても落ち込みは少なく
マクロ経済的には回復基調にありさらに株価も上昇している（図
3）。一方で旅行業や飲食業などの第 3次産業を中心とした非製造
業の生産低下が顕著であり、業界間で大きな格差が生まれている。
財政では、高齢化の進展に伴い社会保障給付費が大きく伸びる

一方で、社会保険料収入は横ばいで、拡大するその差額を国や地
方の負担で賄っている。今後も増加を続ける社会保障給付費のも
と、世代間の格差が生じることが危惧される。
そのときに一番重要なのは、「大きなリスクは共助、小さなリ

スクは自助で」という考え方となる。改革に向けては、限られた
財源のなかで優先順位を付けた改革が必要で、医療保険財政費に
ついては、診療報酬の抜本的な見直しと医療品への保険給付の配
分見直しなど、従来の制度の問題点を常にデータでフォローし変
更していく仕組みと組織が必要である。
デジタル庁の活躍にも期待したいが、行政手続きのデジタル化

のみに焦点があたっている点が懸念される。行政データの一元化
とそのデータベースの活用こそが重要な役割で、プッシュ型行政
サービスの実現に向けて進むべきと考える（図 4）。
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